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肥
沃
な
大
地
と
鉱
物
資
源
に
恵
ま
れ
、

未
知
な
る
成
長
の
可
能
性
を
秘
め
る
フ
ィ

リ
ピ
ン
南
部
の
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
。
し
か
し

島
の
南
西
部
で
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
と
反
政

府
グ
ル
ー
プ
と
の
対
立
が
40
年
に
わ
た
り

続
き
、
国
内
で
最
も
貧
困
に
苦
し
む
地
域

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、２
０
０
３
年
に
は
政
府
と
モ
ロ
・

イ
ス
ラ
ム
解
放
戦
線
（
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
）
が
停
戦

合
意
に
至
り
、
和
平
合
意
に
向
け
た
交
渉

が
続
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
つ
い

に
３
月
27
日
、
首
都
マ
ニ
ラ
の
マ
ラ
カ
ニ

ア
ン
宮
殿
で
包
括
和
平
合
意
が
結
ば
れ
ま

し
た
。
当
日
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ベ
ニ
グ
ノ
・

ア
キ
ノ
３
世
大
統
領
、Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
の
ム
ラ

ド
・
エ
ブ
ラ
ヒ
ム
議
長
、
和
平
交
渉
の
仲

介
役
を
務
め
た
マ
レ
ー
シ
ア
の
ナ
ジ
ブ
・

ラ
ザ
ク
首
相
の
立
ち
会
い
の
下
、
政
府
と

Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
双
方
の
和
平
交
渉
団
長
が
ミ
ン

ダ
ナ
オ
包
括
和
平
合
意
文
書
に
署
名
し
ま

し
た
。

　

06
年
以
降
、
国
際
社
会
の
中
で
も
先
立

っ
て
、
ミ
ン
ダ
ナ
オ
の
和
平
交
渉
の
プ
ロ

セ
ス
に
貢
献
し
て
き
た
日
本
。
フ
ィ
リ
ピ

ン
・
ミ
ン
ダ
ナ
オ
国
際
監
視
団
の
社
会
経

済
開
発
部
門
へ
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
職
員
の
派
遣

や
、
和
平
後
を
見
据
え
た
開
発
の
担
い
手

の
育
成
、
学
校
建
設
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
開
発
、
和
平
関
係
者
の
意
見
交
換
の

場
づ
く
り
な
ど
を
通
じ
て
、
ミ
ン
ダ
ナ
オ

紛
争
の
影
響
を
受
け
た
地
域
へ
の
支
援
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
記
念
す
べ
き
日
に
は
、
在
フ
ィ
リ

ピ
ン
日
本
国
大
使
館
の
卜
部
敏
直
大
使
ら

に
加
え
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
か
ら
は
田
中
明
彦
理
事

長
が
立
会
人
と
し
て
出
席
。
翌
28
日
に
は
、

田
中
理
事
長
が
ア
キ
ノ
大
統
領
と
ム
ラ
ド

議
長
と
面
談
し
、
和
平
定
着
に
向
け
た
課

題
、
今
後
必
要
な
支
援
の
在
り
方
な
ど
に

つ
い
て
、
意
見
を
交
換
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
和
平
合
意
は
、
２
０
１
６
年
に
新

た
な
自
治
政
府
で
あ
る
「
バ
ン
サ
モ
ロ
政

府
」
を
創
設
す
る
こ
と
な
ど
を
定
め
て
い

ま
す
。
そ
の
発
足
を
見
据
え
て
、
す
で
に

J
I
C
A
は
昨
年
７
月
か
ら
バ
ン
サ
モ
ロ
基

本
法
案
の
策
定
、
組
織
・
制
度
整
備
、
人

材
育
成
、
開
発
計
画
策
定
な
ど
を
支
援
し

て
い
ま
す
。

フィリピン・ミンダナオ和平合意で新たな一歩を
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03　日本の国際協力はどのように評価されているの？

マニラのマラカニアン宮殿で行われた包括和平合意の署
名式

JICAの支援で開設されたミンダナオの職業訓練所で学ぶ
女性たち

　

２
０
１
４
年
に
60
周
年
を
迎
え
た
Ｏ

Ｄ
Ａ
。
そ
の
間
に
国
際
協
力
を
取
り
巻

く
環
境
は
大
き
く
変
わ
り
、
近
年
で
は

「
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）」

を
引
き
継
ぐ
「
ポ
ス
ト
２
０
１
５
開
発

ア
ジ
ェ
ン
ダ
（
ポ
ス
ト
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）」
の

枠
組
み
に
関
す
る
議
論
が
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
一
元
的
に
担
う
開

発
援
助
機
関
で
あ
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
開

発
途
上
国
が
抱
え
る
課
題
の
解
決
に
向

け
て
、
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
で
関
係
者
と

共
に
歩
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
後
も

よ
り
効
果
的
な
支
援
を
行
う
た
め
に
は
、

過
去
・
現
在
・
将
来
の
事
業
の
評
価
を

適
切
に
行
い
、
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
た
教

訓
を
生
か
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
年
１
回
「
事

業
評
価
年
次
報
告
書
」
を
作
成
し
、
各

事
業
の
評
価
を
取
り
ま
と
め
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
３
年
度
版
の
第
１
部
で
は
、Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
の
事
業
評
価
の
仕
組
み
や
評
価

の
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
、
第
２
部

で
は
評
価
結
果
の
概
要
と
し
て
事
後
評

価
や
テ
ー
マ
別
評
価
な
ど
か
ら
導
き
出

さ
れ
た
成
果
、
課
題
、
教
訓
、
提
言
な

ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

が
世
界
各
国
で
取
り
組
ん
で
き
た
事
業

の
歩
み
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
ま
で
１
８
０
を
超
え
る
国
と
地

域
で
実
施
さ
れ
て
き
た
日
本
の
政
府
開

発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）。
し
か
し
日
本
で
暮

ら
し
て
い
る
と
、
そ
の
事
業
の
実
態
や

成
果
、
現
場
で
汗
を
流
す
日
本
人
の
姿

が
よ
く
分
か
ら
な
い
…
と
い
う
人
も
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
夏
、

開
発
途
上
国
を〝
国
際
協
力
レ
ポ
ー
タ

ー
〞と
し
て
訪
れ
、
あ
な
た
の
目
で
現
状

を
確
か
め
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

【
派
遣
国
・
日
程
】
エ
チ
オ
ピ
ア
（
８
月

31
日
〜
９
月
７
日
）、東
テ
ィ
モ
ー
ル
（
９

月
７
〜
13
日
）
各
10
人

【
応
募
資
格
】
日
本
に
在
住
し
、
日
本
国

籍
を
有
す
る
満
18
〜
69
歳
（
２
０
１
４
年

４
月
1
日
現
在
）
ま
で
の
健
康
な
方

【
募
集
締
め
切
り
】
６
月
４
日
（
水
）
必
着

【
応
募
方
法
】
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
郵
送
か
メ
ー
ル
で
送
付

【
問
い
合
わ
せ
】
国
際
協
力
レ
ポ
ー
タ
ー

２
０
１
４
運
営
事
務
局

【
Ｔ
Ｅ
Ｌ
】
０
３
-３
５
５
６
-５
９
２
６

【
Ｕ
Ｒ
Ｌ
】w

w
w
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m
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ルワンダで安全な水の普及に取り組む青年海外協力隊員
を視察する国際協力レポーター
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